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議決結果

66 平成30年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

67
平成30年度かすみがうら市国民健康
保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認　　定

68
平成30年度かすみがうら市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認　　定

69 平成30年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

70
平成30年度かすみがうら市農業集落排
水事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認　　定

71 平成30年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

72 平成30年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について 認　　定

73
かすみがうら市会計年度任用職員の給
与及び費用弁償に関する条例の制定に
ついて

原案可決

74
地方公務員法及び地方自治法の一部を
改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について

原案可決

75

成年被後見人等の権利の制限に係る措
置の適正化を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について

原案可決

76
かすみがうら市災害弔慰金の支給等に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について

原案可決

令和元年第４回定例会提出議案

令和元年第４回定例会議案等議決結果一覧

氏　名　　　

　　　件　名

※加固議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません

　令和元年第４回定例会が、11月26日から12月11日までの16日間の会期で開催されました。
今定例会では歳入決算額を178億6510万611円、歳出決算額を168億5454万9633円とする平成
30年一般会計決算など、議案28件を慎重審議し、いずれの議案も可決となりました。また、
11月27日から29日の３日間において一般質問（後頁P12～15）を行いました。
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議決結果

77

かすみがうら市特定教育・保育施設
及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

原案可決

78

かすみがうら市放課後児童健全育成
事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の
制定について

原案可決

79 令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

80 令和元年度かすみがうら市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

81 令和元年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

82 令和元年度かすみがうら市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

83
防災行政無線デジタル同報系統合シス
テム整備工事（Ⅲ期）変更請負契約の
締結について

原案可決

84
かすみがうら市雪入ふれあいの里公
園及び三ツ石森林公園の指定管理者
の指定について

原案可決

85
新治地方広域事務組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び新治地方広域
事務組合規約の変更について

原案可決

86 市道路線の認定について 原案可決

87 市道路線の変更について 原案可決

88
かすみがうら市一般職の任期付職員の
採用及び給与の特例に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

原案可決

89

かすみがうら市特別職の職員で常
勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決

90
かすみがうら市職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原案可決

91 令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

92

かすみがうら市かすみがうらウエル
ネスプラザ及びかすみがうら市地域
福祉センターやまゆり館の指定管理
者の指定について

原案可決

（前ページからのつづき）

　　　件　名

氏　名　　　
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【報告案件】

７ 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉

議案第 77号
かすみがうら市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

賛　成 反　対
・内閣府令が公布されたことに伴い、保育料の無償化
に加え、食事の提供に要する費用の取り扱いを変更
する本条例は子育て支援のさらなる拡大を目指し
たものと評価できるため賛成。

・幼児教育・保育の無償化そのものに反対ではない
が、消費税を財源としていることは問題であり、市
が独自に副食費まで無償化をするのであれば賛成
だが、内閣府令そのままの条例は反対。

議案第 79号
令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第５号）

賛　成 反　対
・ウエルネスプラザの機器の導入は市民の健康意識と
施設特性のさらなる高まりを期待でき、また、福祉
行政の充実に欠くことのできないものや農業人口の
拡大に貢献するものなど、様々な課題に積極的に取
り組む姿勢の見えるものと評価できるため賛成。

・今回の補正予算の多くがウエルネスプラザ整備事
業にかかわるものとなっており、事業費が膨れ上が
ることは問題だと考えるため反対。

本会議で行われた主な討論
議案第 66号
平成30年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

賛　成 反　対
・さまざまな課題に正面から向き合いまちづくりを
愚直に進めようとする積極的な事業展開がされて
おり、その姿勢が十分に評価できるため賛成。

・新広域ごみ処理施設建設はやめるべきであり、ま
た、子育て応援のための財源を確保すべきであると
考えるため反対。

議案第 92号
かすみがうら市かすみがうらウエルネスプラザ及びかすみがうら市地域福祉センターやまゆり館
の指定管理者の指定について

賛　成 反　対
・今回の指定管理者は実績もあり、そのノウハウの発
揮が期待される。やまゆり館とウエルネスプラザが
今回の指定管理者により市民の皆さんが利用した
くなる施設になるものと期待されるため賛成。

・公募をしても１社しか応募がなく、ウエルネスプラ
ザに対しては反対の立場であるため反対。
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議決結果

３
専決処分事項の承認を求めることにつ
いて（かすみがうら市一般会計補正予
算（第４号））

承　　認

【承認案件】
（前ページからのつづき）

令和元年第４回定例会提出議案

氏　名　　　

　　　件　名
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令和元年　第４回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（12月２日開催）

承認第３号
専決処分事項の承認を求めることについて（かすみがうら市一般
会計補正予算第４号）

道路橋梁復旧費の補正予算額1000万円の内容は
10月25日に発生した大雨により市内において発生した
道路の法面崩れ及び道路陥没の早期復旧が不可欠と思
われる個所へ順次緊急事業として対処するものです。

【議案の概要】
　令和元年台風19号及び10月25日の大雨により被災した市道の復旧に係る経費
及び災害対応に従事した職員の人件費について、早急に対応する必要があること
から、当該経費を補正予算により補正したものです。

議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成

議案審査特別委員会議案質疑

指定管理者の指定にあたって、事業者からはどのよ
うな提案があったのか
市内の行事や筑波山ジオパーク推進事業への参画を通し
て公園の魅力発信に取り組む提案をいただいておりま
す。また、地域の果樹農家等と協力をしたハイキングイ
ベントの開催や、外国人旅行者への対応として、案内板
へ英語や韓国語の併記を行い情報提供機能の強化を図る
提案がありました。

議案第79号
令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第５号）

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額に1億1039万7000円を追加し、総額を189億4794万
5000円とするものです。主なものとして、ウエルネスプラザの事業費増額や制
度変更に伴う市内外私立認定こども園の給付金の計上です。

制度改正に伴う認定こども園事業の支出2722万5000円の内容は

３歳児以上の保育料無償化に伴い、これまで園が直接徴収をしていた保育料
について、その分を国、県、市で負担するものとなります。

▲雪入ふれあいの里公園

▲大雨により崩れた市道（安食地内）

議案第84号
かすみがうら市雪入ふれあいの里公園及び三ツ石森林公園の指定管
理者の指定について

【議案の概要】
　令和２年３月31日をもって５年間の指定管理期間が満了となることから引き
続き指定管理者制度を導入し、次の候補者を指定するものです。
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【歳出総額】１６８億５４５４万９６３３円

決算審査特別委員会

○委員会付託案件の審査
・平成30年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

【歳入総額】１７８億６５１０万６１１円

一般会計決算審査特別委員会
一般会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月20日、24日、25日開催）

市税 
57 億 3586 万円

32.1%(2.3%)

地方交付税 
38 億 8338 万円 

21.7%(2.2%)
国庫支出金 

21 億 8994 万円
 12.3%(-4.2%)

市債 
15 億 5050 万円 

8.7%(-16.2%)

県支出金
 12 億 1748 万円

6.8%(2.8%)

その他 
21 億 5476 万円 

12.1%(-1.6%)繰越金 
11 億 3318 万円 

6.3%(31.7%)

民生費
 59 億 8918 万円

35.5%(2.5%)

総務費 
23 億 3673 万円
13.9%(16.8%)

公債費 
21 億 3888 万円
12.7%(-1.1%)

消防費
 9 億 909 万円
5.4%(-12.2%)

土木費 
20 億 1344 万円

11.9%(8.4%)

教育費 
11 億 7158 万円
7.0%(-28.3%)

衛生費 
11 億 3872 万円
5.4%(-12.2%)

その他
 11 億 5692 万円

6.9%(27.3%)

歳 出

グラフの表示
　・区分
　・決算額
　・構成比（前年度比）
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有害鳥獣対策事業の鳥獣駆除謝礼114万円は、
どのようなものか
有害鳥獣捕獲事業委託とは別に、狩猟期間中の
イノシシの捕獲に対して１頭あたり１万2000円
を謝礼としており、95頭分となります。

消防車両整備事業2101万6224円の支出の内容は

消防力強化のため、整備計画に基づき消防車両の
更新を行う事業で、主な支出は資機材搬送車1208
万7362円になります。

ジオパーク推進事業において、ジオパーク基礎講
座やジオツアーはどの程度行ったのか

ジオパークに関する講座の開催につきましては17回開
催し、そのうち３回が基礎講座、14回がジオツアーとい
う内容で開催しました。

市民ふれあいスポーツ推進事業の支出予
算額744万7000円に対して364万3000円
の支出決算内容は
生涯スポーツ推進のため気軽にスポーツに取り組
めるようなきっかけづくりとしてスポーツ教室や講習
会を開催し、中でも２０１９年に本市で開催されま
した国体デモンストレーションスポーツ、ペタンクと
グラウンドゴルフについては本番をイメージしたプ
レ大会を実施しました。

不法投棄対策事業24万3432円の支出の内容は

不法投棄監視用ドローンの購入費となり、山間で入れ
ないようなところに残土が入れられてしまった場合の確
認などに活用しております。

▲固定檻で捕獲されたイノシシ

▲６市議会議員連盟によるジオツアーの様子
　（崎浜のカキ化石床）

▲いばらきゆめ国体グラウンドゴルフ
　プレ大会の様子（あじさい館）

▲資機材搬送車（消防本部）

▲不法投棄を警告する看板（五反田地内）

○審査内容（主な質疑を抜粋）
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決算審査特別委員会

※資本的収支額で不足する金額については、過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

○委員会付託案件の審査
・平成30年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成30年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成30年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成30年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成30年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成30年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について

特別会計決算総額　　【歳　入】　１０４億９８２万７５３８円
　　　　　　　　　　【歳　出】　１０３億９０７万９９０４円

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会
特別会計・水道事業会計の決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月21日開催）

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 47億882万円（-11.7%）46億8924万円（-11.9%）

後期高齢者医療特別会計 7億9014万円（  6.3%） 7億8743万円（  6.9%）

下水道事業特別会計 10億1865万円（-10.4%）10億1865万円（ -8.9%）

農業集落排水事業特別会計 4億3457万円（ -1.7%） 4億3457万円（  0.9%）

介護保険特別会計 34億5762万円（  3.3%）33億7916万円（  7.9%）

水道事業会計決算の内訳
歳　入 歳　出

水道事業会計収益的収支 9億7354万円（ -0.8%） 9億2449万円（ -1.5%）

水道事業会計資本的収支 3億419万円（  9.8%） 5億6461万円（  5.2%）
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排水設備接続支援補助金の概要と平成30年度の実績は

浄化槽及びくみ取りから下水道へ接続される方を対象
に、４万円の補助が受けられ、さらに65歳以上または
18歳未満の方がいる世帯で課税所得334万円以下の世
帯は上限31万円の補助を受けることができます。実績
としましては27件664万4918円を支出しております。

農業集落排水処理場の修繕料が5440万円となってい
るが、修繕費の推移と今後の見込みは
現在の農業集落排水事業は供用開始後、千代田東部処
理場を除く６処理場において20年を経過しており、老
朽化が進み修繕費が経常的におおむね5000万円かかっ
ている状況です。今後、再編計画を作成し、計画的な
事業運営に努めてまいります。

水道の漏水対策については、どのような取り組みを
行ったのか
道路や家庭内の量水器の付近から水漏れを発見する漏
水調査を平成22年度から行っており、平成30年度まで
に127カ所発見、年額2519万円の水漏れを防ぐ成果が
ありました。

国民健康保険の加入者が年々減少しているようだが、
財源はどのように推移しているのか
加入者は減り、税収は横ばい、給付費は年々増えて
おり、平成30年度は国保会計実質２億5000万円の赤
字という状況であり、今後保険給付費の増加が予想
され厳しい財政運営が続くものと想定されます。

地域介護予防活動支援事業で運営補助金を交付してい
る介護予防関係団体はどのような活動をしているのか
シルバーリハビリ体操指導士の会で、おおむね60歳以
上の市内の方が講師になり、各地域でシルバーリハビ
リ体操を広めていただいております。

▲かすみがうら市水道事務所

▲上稲吉地区農業集落排水処理施設

▲下水道加入啓発活動の様子
　（西成井地内）

▲健康祭りでのシルバーリハビリ
体操の様子（あじさい館）

○審査内容（主な質疑を抜粋）



10KASUMIGAURA

●
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
防
災
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

●
建
設
工
事
に
係
る
最
低
制
限
価
格
設
定
方
法
の

改
正
に
つ
い
て

●
施
工
時
期
等
の
平
準
化
の
取
組
み
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
及
び
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
ゆ
り
館
の
指
定
管
理
者
公

募
状
況
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計

画
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

●
議
案
第
86
号

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
田
伏
地
内
）

●
議
案
第
87
号

　
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て（
田
伏
地
内
）

●
企
業
立
地
可
能
性
調
査
に
伴
う
今
後
の
動
向
に

つ
い
て

●
第
２
期
か
す
み
が
う
ら
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

ま
ち・
ひ
と・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

●
地
域
再
生
計
画
に
よ
る
実
施
予
定
事
業
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
整
備
事
業

に
つ
い
て

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

令
和
元
年
11
月
29
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
２
年
１
月
28
日
開
催
の
調
査
内
容

▲市道認定箇所の現地調査
　【田伏地内】

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

▲市道変更箇所の現地調査
　【田伏地内】

▲工事中のかすみがうらウエルネスプラザ
【宍倉地内】

令
和
元
年
11
月
18
日
開
催
の
調
査
内
容

委　員　会　活　動
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●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

●
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
に
つ
い
て

令
和
２
年
１
月
31
日
開
催
の
調
査
内
容

文
教
厚
生
委
員
会

●
千
代
田
中
学
校
区
義
務
教
育
学
校
整
備
工
事
に

つ
い
て

●
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
か
ら
の
土
浦
市
の
脱

退
に
伴
う
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

●
第
２
期
か
す
み
が
う
ら
市
子
ど
も・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

令
和
元
年
11
月
14
日
開
催
の
調
査
内
容▲説明を受ける委員

　（千代田庁舎委員会室）

視
察
研
修

●
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取
組
に
つ
い
て

【
北
海
道
千
歳
市
】

●
札
幌
市
環
境
基
本
計
画
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て

【
北
海
道
札
幌
市
】

▲千歳市役所前にて▲札幌市役所前にて

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

令
和
２
年
１
月
15
日
～
16
日
開
催
の
調
査
内
容
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Ｑ

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
廃
止
方
針
を
含
め
、
公
共
交
通

の
在
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て

災
害
情
報
を
確
実
に
市
民
に
届
け
る
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
に
つ
い
て

国
道
、
県
道
、
市
道
な
ど
の
市
内
の
交
通
危
険
箇
所
の
対
策
に

つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

▲乗合タクシー（霞ヶ浦地区）

ＡＱＡ

一  般  質  問

　
昨
年
９
月
、
国
内
で
26
年
ぶ
り
に
確
認
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
１
年
が
経
過

し
た
今
も
感
染
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
令
和
元
年
９
月
に
埼
玉
県
の
農
場

で
関
東
初
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
が
発
生
す
る
な
ど
不
安
が
拡
大
し
て
い
る
。
隣
接
す
る

茨
城
県
や
本
市
の
感
染
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

　

市
長　
国
で
は
令
和
元
年
７
月
末
に
全
国
の
養
豚
農
家
に
対
し
て
防
護

柵
の
設
置
な
ど
の
野
生
動
物
侵
入
防
止
対
策
を
義
務
づ
け
る
な
ど
、
飼
養
衛

生
管
理
基
準
の
強
化
方
針
を
打
ち
出
し
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ

侵
入
防
止
緊
急
対
策
事
業
と
し
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
防
護
柵
設

置
の
取
り
組
み
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
行
い
、
市
内
の
養
豚

農
家
に
事
業
説
明
お
よ
び
活
用
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

※
Ｃ
Ｓ
Ｆ
…
Ｃ
Ｓ
Ｆ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
起
こ
る
豚
、
イ
ノ
シ
シ
の
熱
性
伝
染
病

で
、
強
い
伝
染
力
と
高
い
致
死
率
が
特
徴
で
す
。
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
く
、

仮
に
Ｃ
Ｓ
Ｆ
に
か
か
っ
た
豚
の
肉
や
内
臓
を
食
べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。
令
和
２
年
に
法
律
上
の
名
称
を
「
豚
熱
」
に
変
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（
参
考
：
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　
園
児
ら
が
散
歩
な
ど
を
す
る
場
所
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
、
注
意
喚

起
を
行
い
事
故
を
防
止
す
る
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
、
小
学
校
近
く
に
は

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
保
育
所
付
近
に
同
様
の
道

路
標
示
は
見
ら
れ
な
い
が
、
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
の
保
育
施
設
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
か
ら
児

童
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
保
育
施
設
周
辺
に
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
に

注
意
喚
起
を
促
す
た
め
の
看
板
を
関
係
課
と
協
力
し
順
次
設
置
し
て
お
り
ま

す
。

中根　光男 議員

本
市
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｆ
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う

防
護
柵
の
補
助
な
ど
Ｃ
Ｓ
Ｆ
侵
入
防
止
対

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

ＱＡ

悲
惨
な
事
故
防
止
に
「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」
創
設
に
つ
い
て

豚
コ
レ
ラ
対
策
に
つ
い
て

救
急
隊
に
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
配
備
に
つ
い
て

災
害
備
蓄
に
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
配
備
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

　
自
分
で
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
大
切
な
外

出
の
手
段
と
な
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
廃
止
方
針
に
つ
い
て
、
廃

止
の
時
期
を
再
来
年
（
令
和
３
年
）
３
月
に
変
更
す
る
と
い
う
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
廃
止
方
針
は
一
度
取
り
や
め
て
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

存
続
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
長　
総
合
的
に
公
共
交
通
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
中
で
改
善
を
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
来
年
で
あ
っ
た
も

の
が
再
来
年
（
令
和
３
年
）
３
月
ま
で
と
い
う
こ
と
で
延
長
す
る
中
で
、
新

た
な
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
廃
止
を
撤
回
す
る
予

定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
国
道
３
５
４
号
の
戸
崎
原
の
カ
ー
ブ
は
た
び
た
び
事
故
が
発
生
し
て
、

亡
く
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
、
構
造
上
非
常
に
危
険
な
箇

所
で
す
。
早
速
県
や
警
察
で
も
と
り
あ
え
ず
の
対
策
を
し
て
い
た
だ
け
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
抜
本
的
に
は
曲
が
る
角
度
を
変
え
な
い
と
事
故
は
減
ら
な

い
、
危
険
は
減
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

市
民
部
長　
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が
二
度
と
起
こ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
土
浦
土
木
事
務
所
に
カ
ー
ブ
を
で
き
る
だ
け
直
線
化
す
る

道
線
形
変
更
を
、
ま
た
土
浦
警
察
署
に
も
信
号
機
の
支
柱
の
移
設
を
要
望
し

ま
し
た
。
土
浦
土
木
事
務
所
で
は
道
路
改
良
等
の
手
法
を
調
整
す
る
と
と
も

に
、
今
年
度
中
の
測
量
等
の
実
施
、
地
元
説
明
会
の
実
施
な
ど
の
検
討
し
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　謙 議員

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
廃
止
で
は

な
く
存
続
を
前
提
に
改
善
す
べ
き
で
は
？

再
来
年
（
令
和
３
年
）
３
月
の
廃
止
を
撤

回
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

ＱＡ

３４
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法
令
順
守
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

・
市
長
等
特
別
職
政
治
倫
理
条
例

・
中
学
生
傷
害
事
件
再
発
防
止
ー
い
じ
め
防
止
条
例
運
用

・
違
法
採
用
防
止
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
存
続
と
あ
じ
さ
い
号
復
活
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
立
地
適
正
化
計
画
ー
神
立
駅
周
辺
都
市
整
備

計
画
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

　
平
成
25
年
の
５
月
８
日
、
市
長
公
室
提
出
書
類
、
か
す
み
が
う
ら
市
政

治
倫
理
条
例
及
び
政
治
倫
理
条
例
施
行
規
則
概
要
、
市
政
治
倫
理
条
例
、
市

政
治
倫
理
条
例
施
行
規
則
、
石
岡
市
政
治
倫
理
条
例
の
比
較
表
、
関
係
法
令

の
資
料
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
、
議
会
が
要

望
す
れ
ば
、
こ
の
市
長
公
室
原
案
が
、
再
び
息
を
取
り
戻
し
提
案
さ
れ
る
と

考
え
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

　
市
長　
関
係
者
が
揃
え
ば
、
当
然
そ
う
い
う
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
11
月
15
日
開
催
の
交
通
会
議
に
て
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
廃
止

時
期
延
長
が
議
決
、
突
然
自
家
用
車
有
償
旅
客
運
行
制
度
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
存
続
を
求
め
る
市
民
の
会
の
代
表
の
参
加
を
含
む
８
項
目
の
提
案
に

「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
上
位
法
律
」
に
従
っ
た
回
答

は
未
だ
に
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
早
期
に
市
民
の
会
へ
の
回
答
が
求
め
ら

ま
す
。
市
長
に
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

市
長　
ご
要
望
に
適
宜
回
答
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

ま

ず
、
１
年
間
デ
マ
ン
ド
の
延
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中

で
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

設楽　健夫 議員

　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
の
新
広
域
ご
み
処
理
施
設
が
供
用
さ
れ
れ
ば
、
新

治
地
方
広
域
事
務
組
合
は
解
散
さ
れ
、
同
施
設
解
体
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
当
市
の
負
担
総
額
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
、
伺
う
。

　
市
民
部
長　
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
の
解
体
対
象
施
設
で
あ
る
環
境

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
解
体
工
事
費
は
、
工
事

監
理
費
や
事
務
費
、
人
件
費
な
ど
、
そ
の
他
の
経
費
を
含
め
る
と
、
総
額
16

億
１
１
７
０
万
円
と
見
込
ま
れ
、
本
市
の
負
担
見
込
み
額
は
、
組
合
の
分
担

金
条
例
に
定
め
ま
す
建
設
債
の
割
合
に
よ
り
積
算
を
す
る
と
、
８
億
５
０
１

３
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　
市
長　
再
稼
働
に
必
要
な
地
元
同
意
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
立
地

自
治
体
の
県
と
東
海
村
以
外
の
周
辺
５
市
に
も
実
質
的
な
事
前
了
解
権
を
広

げ
る
安
全
協
定
を
結
ん
で
お
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
東
海
第
２
原
発

の
安
全
対
策
工
事
の
進
捗
状
況
や
再
稼
働
に
必
要
な
地
元
自
治
体
の
意
向

等
、
今
後
の
動
向
に
つ
き
ま
し
て
は
注
視
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

ＱＱ ＡＡ

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
の
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
解
体
費
用
に
つ
い
て
、
伺
う

議
員
、
議
会
が
要
望
す
れ
ば
政
治
倫
理
条

例
が
提
案
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
か
伺
う

総
額
16
億
１
１
７
０
万
円
と
見
込
ま
れ
、
本
市
の
負

担
見
込
み
額
は
８
億
５
０
１
３
万
円
と
な
り
ま
す

関
係
者
が
揃
え
ば
、
当
然
そ
う
い
う
形
に

な
る
と
思
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

新
広
域
ご
み
処
理
建
設
及
び
運
営
に
つ
い
て

東
海
第
２
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

国
保
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２４３
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ＱＱ ＡＡ

大
雨
洪
水
被
害
状
況
を
踏
ま
え
た
防
災
対
策
に
つ
い
て

総
合
防
災
訓
練
に
お
け
る
実
践
的
、
効
果
的
な
訓
練
の
目
的
と

効
果
に
つ
い
て

質

問

事

項

１２

一  般  質  問

　
子
ど
も
手
当
の
支
給
前
に
、
平
成
24
年
児
童
手
当
の
改
正
法
で
、
悪
市

町
村
の
裁
量
で
給
食
費
の
み
な
ら
ず
保
育
料
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

料
ほ
か
差
し
引
き
可
能
と
あ
る
。
学
校
自
体
の
会
計
と
し
て
や
る
手
間
も
な

く
、
公
会
計
に
す
れ
ば
、
１
品
当
た
り
の
材
料
費
の
質
を
上
げ
る
こ
と
も
可

能
で
あ
り
、
未
納
は
な
く
な
る
。
先
生
の
負
担
も
減
る
の
で
は

　

教
育
長

学
校
現
場
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
公
会
計
に
向
け
準
備

を
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
で
予
定
し
ま
し
た
が
、
計
算
側
の
準
備

が
で
き
な
い
こ
と
で
、
本
市
の
完
全
実
施
は
令
和
３
年
度
か
ら
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
平
均
所
得
３
６
０
万
円
で
持
ち
家
で
車
を
持
っ
て
と
な
れ
ば
犠
牲
も
あ

る
。
10
％
以
上
の
貧
困
率
の
実
態
を
踏
ま
え
、
対
策
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と

か
ら
取
り
組
ま
れ
て
は
。

市
長

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
が
心
身
と
も

に
健
や
か
な
成
長
を
す
る
た
め
に
は
必
要
な
計
画
と
認
識
し
ま
す
の
で
、
関

係
機
関
と
十
分
に
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

古橋　智樹 議員

給
食
費
は
子
ど
も
手
当
か
ら
差
し
引
け
る
公
会
計

で
材
料
の
質
も
上
が
り
未
納
が
な
く
な
る
の
で
は

給
食
費
公
会
計
の
完
全
実
施
は
令
和
３
年

度
か
ら

ＱＡ

子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
貧
困
と
給
食
費
未
納
と
の
相
関
と
対
策
に

つ
い
て

教
育
福
祉
等
に
お
け
る
保
護
者
・
世
話
人
・
代
理
人
等
の
法
定
義

画
一
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
効
率
化
に
つ
い
て

危
機
管
理
体
制
補
充
の
短
兵
急
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
犯
体
系
の
た
め
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
補
助
等

の
整
備
に
つ
い
て

質

問

事

項

１２

　
工
業
団
地
を
含
む
市
街
化
区
域
に
お
け
る
雨
水
対
策
に
つ
い
て
、
令
和

元
年
に
発
生
し
た
台
風
に
よ
る
大
雨
の
被
害
状
況
報
告
か
ら
も
、
本
市
の
産

業
の
中
心
と
な
る
千
代
田
・
土
浦
工
業
団
地
や
稲
吉
地
区
の
住
宅
地
の
広
が

る
市
街
化
区
域
で
道
路
冠
水
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
雨
水
対
策
に
つ
い
て
、
本
市
の
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。　

副
市
長　
現
代
は
想
定
外
と
い
わ
れ
る
災
害
が
常
識
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
10
年
後
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
気
候
変
動
が
お
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
少
し
で
も
被
害
を
少
な

く
で
き
る
よ
う
、
減
災
に
努
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
機
能
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

総
務
部
長　
自
主
防
災
組
織
独
自
の
取
組
と
し
て
、
避
難
訓
練
実
施
の

チ
ラ
シ
案
内
や
防
災
倉
庫
の
確
認
、
炊
き
出
し
訓
練
、
消
火
器
取
り
扱
い
訓

練
な
ど
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
も
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織

が
主
催
す
る
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
共
助
に
よ
る
災
害
対
応
を
確
保
す
る

上
で
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
企
画
運
営
等

に
対
す
る
支
援
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
新
規
の
結
成
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
市
内
の
防
災
士
に
協
力

を
求
め
ま
し
て
、
防
災
士
の
持
つ
知
識
等
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
防
災
士
の
育
成
・
養
成
に
も
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

矢口　龍人 議員

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
雨
水
対
策
に
つ
い

て
本
市
の
方
針
を
伺
う

ま
ず
は
少
し
で
も
減
災
に
努
め
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す

ＱＡ

３４

■各
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▲乗合タクシー（千代田地区）

▲参加した議員 ▲参加した議員

茨城県市議会議長会
令和元年度第１回
議員研修会

令和元年11月17日（日）に歩崎公園で行
われた市総合防災訓練に議員も参加し、
防災に対する理解と防災意識の高揚を図
りました。

かすみがうら市
総合防災訓練に
参加しました！

日　　時：令和元年 11 月 18 日（月）
会　　場：水戸市
講　　師：中村　健　氏

　　　　  （早稲田大学マニフェスト研究所事務局長）
演　　題：「地方創生は議会改革からはじまる

　　　　～住民の期待に応える議会とは～」
参加議員：
　久松　公生
　小倉　博
　櫻井　健一

　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
請
願
、趣
旨
採
択
の
付
帯
決
議
に
つ
い
て
、

市
公
共
交
通
会
議
で
の
そ
の
後
の
協
議
内
容
と
、
現
行
の
ま
ま
一
年
間
延
長

す
る
判
断
の
背
景
を
伺
う
。

　
市
長　
今
回
の
決
断
に
つ
い
て
は
私
か
ら
の
提
案
し
た
も
の
で
す
。
６

月
議
会
で
趣
旨
採
択
、
そ
れ
か
ら
付
帯
決
議
、
９
月
の
請
願
団
体
代
表
者
の

方
々
と
の
懇
談
か
ら
、
１
年
間
延
長
し
て
十
分
に
検
討
し
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
判
断
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
島
根
県
の
藤
山
浩
教
授
の
提
唱
す
る
「
田
園
回
帰
１
％
戦
略
」
は
、
旧

地
区
公
民
館
（
10
か
ら
20
行
政
区
）
が
種
々
の
事
業
の
連
携
範
囲
で
、
評
価

の
も
と
と
な
る
よ
う
な
、
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
今
後
有
効
と
考
え
る
が

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
長　
藤
山
教
授
の
本
で
は
、
市
町
村
消
滅
が
叫
ば
れ
る
中
、
田
園
回

帰
が
始
ま
っ
た
島
根
県
か
ら
の
事
例
で
人
口
１
％
、
所
得
１
％
を
取
り
戻
す

戦
略
、
そ
し
て
回
帰
に
向
け
た
条
件
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
紹
介
事
例
を
本

市
で
行
お
う
と
し
て
も
、
土
地
の
風
土
、
人
間
性
、
地
域
の
特
性
な
ど
か
ら

す
べ
て
当
て
は
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。地
域
づ
く
り
の
枠
組
み
は
、

持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
、
旧
地
区
公
民
館
で
進

め
る
こ
と
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
請
願
趣
旨
採
択
の
付
帯
決
議

に
つ
い
て
、
市
公
共
交
通
会
議
で
の
そ
の
後
の
協
議
は
？

私
の
判
断
で
提
案
し
、
廃
止
時
期
を
一
年
延

ば
し
令
和
３
年
３
月
31
日
と
決
定
さ
れ
た

ＱＡ

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
存
続
に
つ
い
て

有
事
の
防
災
無
線
の
実
効
性
と
市
民
の
情
報
取
得
に
つ
い
て

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
地
方
創
生
総
合
戦
略
と
市
の
移
住
定
住
政

策
の
活
性
化
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３



令
和
に
な
り
初
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

7
月
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控

え
、
日
本
人
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
新
元
号
に
な
っ
た
こ
と
で
、
運
転

免
許
証
の
う
っ
か
り
失
効
が
増
え
て
い
る
と

の
事
で
す
。
平
成
32
年
と
記
載
の
場
合
。
平
成
か
ら
令
和
に
読

み
替
え
る
に
は
30
引
け
ば
よ
い
の
で
平
成
32
－
30=

令
和
2
年

と
な
り
ま
す
。

運
転
免
許
証
や
車
検
証
な
ど
、
ま
だ
平
成
表
記
の
も
の
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
櫻
井　
健
一

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
（
火
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豆辞典

　議
会
の
内
部
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
、
議
会
に
対

す
る
信
頼
の
確
保
等
の
た
め
に
遵
守
す
べ
き
行
為
の

基
準
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　議
会
の
規
律
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
議
会
の
自
律

作
用
に
属
す
る
事
柄
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
に
特
例

の
定
め
が
あ
る
も
の
以
外
は
、
会
議
規
則
、
委
員
会

条
例
、
傍
聴
規
則
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

　地
方
自
治
法
で
は
「
本
会
議
及
び
委
員
会
に
お
い

て
、
議
員
は
無
礼
の
言
葉
を
使
用
し
、
又
は
他
人
の

私
生
活
に
わ
た
る
言
論
を
し
な
い
こ
と
」
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
や
、
か
す
み
が
う
ら
市
会
議
規
則
で

は
「
議
員
は
、
議
会
の
品
位
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
」「
何
人
も
会
議
中
は
み
だ
り
に
発
言

し
、
騒
ぎ
、
そ
の
他
議
事
の
妨
害
と
な
る
言
動
を
し

て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
、
他
に
も
委
員
会
条
例
や
傍

聴
規
則
に
様
々
な
規
律
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
ま

す
。　議

場
の
秩
序
を
保
持
す
る
権
限
は
議
長
に
与
え
ら

れ
て
お
り
、
議
長
は
会
議
中
に
規
則
に
違
反
し
、
そ

の
他
議
場
の
秩
序
を
乱
す
議
員
が
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
制
止
し
、
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
退
去
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　議
員
は
、
議
場
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
は
会
議
を

妨
害
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
議
長
の
注
意
を
喚

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
参
考
　地
方
議
会
運
営
辞
典
）

議会の規律議会の規律 とはとは？？

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（11月1日〜1月31日まで）

●
11
月
●

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

14
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

18
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
令
和
元
年
度
第
１
回

　
　
　
　
　

議
員
研
修
会

　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

26
日
～
12
月
11
日

　
　
　
　

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会

　

29
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

●
12
月
●

　

２
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
1
月
●

　

15
日
～
16
日

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修

　

20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

27
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

28
日　

総
務
委
員
会

　

31
日　

産
業
建
設
委
員
会

▲傍聴席は一般席が25席あり、受付簿に住所、
　氏名をご記入いただくだけで入場できます。

令和元年第４回
定例会では、
延べ５０名
の方が本会議を
傍聴されました。




